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第
四
回
市
議
会
定
例
会
が
、

十
二
月
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
初
日
に
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
の
人
事
案
件
二
議
案
を
先

議
。
初
日
に
上
程
さ
れ
た
平
成

十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
補
正
予
算
四
議
案
、
副
市

長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制

定
な
ど
条
例
関
係
十
六
議
案
、

決
算
認
定
三
議
案
、
請
願
一
議

案
、
そ
の
他
十
二
議
案
の
計
三

十
六
議
案
と
、
最
終
日
に
議
員

提
出
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
た

市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
、
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
の
合
計
三
十
八
議
案
を

慎
重
に
審
議
。
請
願
一
件
を
不

採
択
と
し
、
そ
の
他
は
原
案
の

と
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
人
事
案
件

　

教
育
委
員
会
委
員
に
矢
橋
愼

哉
氏
（
再
任
、
赤
坂
町
）
の
任

命
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
堤
俊
彦
氏（
再
任
、

十
六
町
）
の
選
任
に
同
意
。

○
補
正
予
算

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
総
務
費
の
総
務

管
理
費
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
事
務
経
費
及
び
支

所
退
去
経
費
に
五
百
八
十
万
円

を
計
上
。選
挙
費
で
は
、平
成
十

九
年
四
月
執
行
予
定
の
県
議
会

議
員
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
の

事
務
費
と
し
て
二
千
六
十
万
円

を
計
上
し
、
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
設
置
経
費
と
し
て
債
務
負

担
行
為
三
百
十
万
円
を
設
定
。

　

民
生
費
の
老
人
福
祉
費
で
は
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

負
担
金
二
百
七
十
万
円
を
計
上
。

児
童
福
祉
費
で
は
、
公
立
保
育

所
の
臨
時
保
育
士
の
賃
金
不
足

分
四
千
四
百
七
十
万
円
を
計

上
。
乳
幼
児
等
医
療
扶
助
費
で

は
、
受
診
率
増
加
等
に
よ
り
、

五
千
六
百
九
十
万
円
を
計
上
。

　

衛
生
費
で
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
件
数
の
増
加
に
伴

う
補
助
金
の
不
足
分
九
百
七
十

五
万
円
を
計
上
。

　

土
木
費
で
は
、
主
要
幹
線
排

水
路
改
良
事
業
の
北
方
第
二
号

幹
線
水
路
改
良
工
事
委
託
に
つ

い
て
、
県
事
業
の
進
捗
に
伴
い

八
百
七
十
万
円
を
計
上
。
ま

た
、
上
石
津
町
宮
地
内
の
急
傾

斜
地
が
豪
雨
に
よ
り
崩
壊
し
た

た
め
、
復
旧
の
た
め
の
県
施
行

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担

金
二
百
四
十
万
円
を
計
上
。

　

こ
の
ほ
か
一
般
会
計
で
は
、

職
員
数
の
減
員
等
に
よ
り
人
件

費
一
億
一
千
二
百
七
十
万
円
を

減
額
す
る
と
と
と
も
に
、
勧
奨

退
職
者
等
の
退
職
手
当
に
つ
い

て
八
億
八
百
四
十
万
円
を
計
上
。

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、

介
護
保
険
事
業
会
計
及
び
公
共

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人

件
費
を
補
正
。

○
条
例
関
係

◇
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
制
定
ほ
か
八
議
案

　

平
成
十
八
年
六
月
七
日
公
布

の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
助
役
制
度
の
見
直
し
、

収
入
役
制
度
の
廃
止
、
吏
員
制

度
の
廃
止
、
監
査
委
員
制
度
の

見
直
し
な
ど
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

◇
農
業
委
員
会
の
委
員
の
選
挙

区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選

挙
す
べ
き
委
員
の
定
数
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

支
所
・
事
務
所
の
廃
止
に
伴

い
、
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の

各
選
挙
区
の
区
域
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
市
の
公
益
法
人
等
へ
の
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の

地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
の

個
人
市
民
税
の
課
税
所
得
割
の

税
率
改
正
等
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

◇
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項

の
整
備
を
行
う
も
の
。

◇
都
市
景
観
審
議
会
設
置
条
例

の
一
部
改
正

　

市
都
市
景
観
審
議
会
に
お
い

て
、
市
民
公
募
に
よ
る
委
員
を

追
加
す
る
も
の
。

◇
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　

下
水
道
事
業
の
安
定
し
た
経

営
を
維
持
す
る
た
め
、
下
水
道

使
用
料
の
改
定
を
行
う
も
の
。

◇
非
常
勤
消
防
団
員
等
損
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
傷
病

補
償
年
金
、
傷
害
補
償
等
の
支

給
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

○
そ
の
他

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
二
議
案

（
青
年
の
家
、
川
並
地
区
セ
ン

タ
ー
）　

◇
大
垣
地
域
広
域
市
町
村
圏
協

議
会
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議◇
大
垣
輪
中
水
防
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
ほ
か

五
組
合
議
案

◇
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
設
置
に
関
す
る
協
議

◇
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

　

二
議
案

◇
専
決
処
分
の
報
告　

二
議
案

○
決
算
認
定

◇
平
成
十
七
年
度
大
垣
市
、
上

石
津
町
、
墨
俣
町
の
各
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
議
員
提
出
議
案

◇
市
議
会
会
議
規
則
、
及
び
市

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
十
八
年
六
月
七
日
公
布

の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
議
長
へ
の
臨
時
会
招
集

請
求
権
の
付
与
や
、
委
員
会
の

議
案
提
出
権
が
認
め
ら
れ
た
な

ど
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
。 
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質
問：

小
中
学
校
の
不
登
校
児

童
生
徒
は
、
現
在
ど
れ
く
ら
い

の
数
に
の
ぼ
る
の
か
。 

　

そ
の
中
で
、
い
じ
め
に
よ
り

不
登
校
に
な
っ
た
児
童
生
徒
が

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
処

方
法
は
。 

　

ま
た
、
新
し
い
対
策
は
考
え

て
い
る
の
か
。 

　
答
弁：

十
一
月
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
、
市
内
小
学
校
に
お

い
て
は
十
六
人
、
中
学
校
に
お

い
て
は
九
十
四
人
と
な
っ
て
い

る
。

　

不
登
校
の
原
因
は
、
登
校
や

学
習
の
お
く
れ
へ
の
不
安
、
家

庭
の
事
情
が
重
な
る
な
ど
複
合

し
て
い
る
も
の
が
多
く
を
占
め

て
い
る
。

　

本
年
度
の
毎
月
の
不
登
校
の

報
告
に
お
い
て
、
い
じ
め
を
主

な
原
因
と
す
る
も
の
は
、
報
告

を
受
け
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
い
じ
め
が
原
因
と

な
る
不
登
校
児
童
生
徒
が
出
て

く
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
の

で
、
家
庭
訪
問
、
相
談
室
で
の

対
応
、
教
育
相
談
活
動
を
よ
り

小
中
学
校
に
お
け
る

不
登
校
児
童
生
徒
の

現
状
に
つ
い
て

充
実
さ
せ
、
今
後
も
継
続
し
て

い
じ
め
の
実
態
把
握
に
努
め
、

一
つ
ず
つ
解
決
を
図
っ
て
い

く
。

　

さ
ら
に
、
教
育
研
究
所
に
お

い
て
は
、
従
来
の
不
登
校
児
童

生
徒
へ
の
相
談
活
動
に
加
え
、

い
じ
め
の
電
話
相
談
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て

は
、
担
当
者
が
直
接
学
校
へ
出

か
け
、
い
じ
め
を
受
け
た
本
人

や
、
い
じ
め
に
か
か
わ
っ
た
児

童
生
徒
及
び
保
護
者
と
の
相
談

活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
安
心
し
て
学
べ
る

場
と
し
て
の
学
校
づ
く
り
を
、

家
庭
や
地
域
と
連
携
を
し
て
築

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

 

自
立
支
援
法
に
お
け
る

精
神
障
害
者
の
対
応

に
つ
い
て

質
問：

障
害
者
自
立
支
援
法

は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
の
三

障
害
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、

精
神
障
害
者
の
施
策
は
、
他
の

二
障
害
と
比
べ
大
変
遅
れ
て
お

り
、
予
算
配
分
も
少
な
い
。 

　

精
神
障
害
者
の
現
状
を
明
ら

か
に
し
、
障
害
福
祉
計
画
で

は
、
地
域
の
受
け
皿
と
な
る
基

盤
整
備
の
充
実
を
求
め
る
。 

答
弁：

現
在
、
本
市
の
精
神
障

害
者
の
手
帳
所
持
者
は
、
約
四

百
三
十
人
で
、
手
帳
を
持
た
な

い
方
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

　

障
害
福
祉
計
画
に
お
け
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
数
値
目
標

は
、
今
後
の
手
帳
取
得
見
込
者

を
想
定
し
て
お
り
、
施
設
で
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
五
年
以
内
に
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
し
て
い

く
よ
う
策
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
こ
の
数
値
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
は
、

現
在
、
相
談
支
援
事
業
を
委
託

し
て
い
る
二
つ
の
事
業
所
に

て
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
施
設
整
備
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

 
質
問：

現
在
、
本
市
で
は
、
荒

崎
・
な
が
さ
わ
・
墨
俣
・
牧
田

の
四
保
育
園
で
、
育
児
不
安
の

解
消
や
、
地
域
の
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
に
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。 

　

市
民
の
要
望
が
多
い
た
め
、

各
地
域
へ
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
さ
ら
な
る
拡
大
が
必
要

で
は
。 

地
域
に
よ
る
子
育
て

支
援
の
拠
点
づ
く
り

に
つ
い
て

答
弁：

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
全
体
で
子
育
て

を
支
援
す
る
基
盤
づ
く
り
を
図

る
た
め
、
地
域
の
子
育
て
家
庭

に
対
す
る
育
児
支
援
を
目
的
と

し
て
保
育
園
に
併
設
し
、
現
在

四
ヵ
所
設
置
し
て
い
る
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
地
域
の

子
育
て
経
験
者
が
、
子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
子
育
て
の
不
安
等
を
軽
減

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
地
区
セ
ン
タ
ー

等
で
五
ヵ
所
設
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
つ
ど
い
の
広
場
は
、

「
子
育
て
交
流
プ
ラ
ザ
」
と
し

て
中
心
市
街
地
に
設
置
し
、
子

育
て
サ
ロ
ン
の
常
設
版
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
子
育
て
支
援
の
拠

点
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
中

で
、
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を　

一
ヵ
所
ふ
や
し
て

五
ヵ
所
に
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を

四
ヵ
所
ふ
や
し
て
九
ヵ
所
に
す

る
計
画
と
し
て
お
り
、
設
置
場

所
等
を
勘
案
し
な
が
ら
着
実
に

推
進
し
て
い
き
た
い
。

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

第
三
者
評
価

に
つ
い
て

質
問：

介
護
保
険
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
外
部
評
価
の
公
表
は

市
町
村
の
最
終
承
認
が
必
要
と

な
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の

公
表
も
義
務
化
さ
れ
た
。 

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

と
向
上
を
目
指
す
第
三
者
評
価

に
対
す
る
方
針
は
ど
う
か
。 

　

そ
の
他
の
障
害
分
野
、
児
童

分
野
、
高
齢
分
野
の
施
設
及
び

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価

を
推
進
さ
せ
て
ほ
し
い
。 

答
弁：

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三

者
評
価
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
目
指
し
、
公
正
・
中

立
な
第
三
者
機
関
に
よ
る
評
価

事
業
で
あ
る
。

　

障
害
分
野
の
第
三
者
評
価
の

導
入
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
に
よ
り
、
施
設
の
体
系

が
変
わ
る
の
で
、
新
体
系
に
移

行
し
た
後
、
指
定
管
理
者
に
お

い
て
検
討
さ
れ
る
。

　

児
童
分
野
の
保
育
園
は
、
園

の
経
営
や
職
員
の
資
質
な
ど
に

つ
い
て
、
年
に
一
回
、
自
己
評

価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保

護
者
か
ら
行
事
な
ど
の
機
会
に

意
見
を
伺
い
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
園
の
改
善
等
に
努
め

て
お
り
、
第
三
者
評
価
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

　

高
齢
分
野
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
及
び
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
に
つ
い
て
第
三

者
評
価
が
義
務
化
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
以
外
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
の
公
表
が
義

務
化
さ
れ
た
。

　

市
の
高
齢
者
福
祉
施
設
の
第

三
者
評
価
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
に
お
い
て
、
ま
ず
義
務

化
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
の
公
表
を
行
い
、
そ
の
後
、

第
三
者
評
価
を
取
り
入
れ
て
い

く
計
画
で
あ
る
。

　

な
お
、
民
間
事
業
所
に
つ
い

て
も
、
機
会
を
と
ら
え
、
第
三

者
評
価
の
導
入
を
指
導
し
て
い

き
た
い
。

 
質
問：

学
校
施
設
、
設
備
の
総

点
検
が
実
施
さ
れ
た
が
、
児
童

生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境

と
し
て
早
急
な
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
今
後
の
改
善
計
画

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。 

答
弁：

 
近
年
、
社
会
情
勢
の

不
安
等
か
ら
、
犯
罪
が
多
発

し
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。

　

社
会
的
弱
者
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
、

被
害
者
と
な
る
痛
ま
し
い
事

件
、
事
故
等
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
安
全
安
心
な
街
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
市

の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

学
校
施
設
の
修
繕
や
整
備
等

に
関
し
て
は
、
毎
年
、
定
期
的

に
学
校
長
か
ら
の
要
望
等
を
受

け
、
担
当
者
が
現
地
確
認
を
し

な
が
ら
、
優
先
度
の
高
い
も
の

か
ら
順
次
、
計
画
的
に
予
算
に

反
映
す
る
な
ど
し
、
学
校
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

特
に
、
緊
急
性
の
高
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
に
危

険
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
対
応
に

努
め
て
い
る
。

　

門
扉
や
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
等

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
順
次

進
め
て
い
る
が
、
耐
震
化
や
老

朽
化
し
た
校
舎
等
の
整
備
を
優

小
学
校
の
安
心
・
安
全

対
策
に
つ
い
て

先
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
校
庭
周
囲
の
垣
根
の

立
ち
枯
れ
等
が
年
々
著
し
く
な

り
、
そ
の
対
応
に
追
い
つ
い
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

児
童
生
徒
の
安
全
安
心
の
確

保
は
最
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
認
識
し
て
お
り
、

耐
震
化
等
と
あ
わ
せ
、
学
校
施

設
の
整
備
を
早
急
に
進
め
て
い

き
た
い
。

 
質
問：

子
育
て
日
本
一
の
都
市

大
垣
の
実
現
に
向
け
て
、
構
想

を
策
定
す
る
部
署
を
設
置
す
べ

き
で
あ
る
。 

　

ど
の
市
町
村
よ
り
も
手
厚
い

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
子
育
て
支
援

事
業
の
実
施
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

答
弁：

本
市
の
子
育
て
支
援
策

は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
「
子

ど
も
が
健
や
か
に
育
ち　

安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
」

づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
た
大

垣
地
域
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　

国
に
報
告
義
務
の
あ
る
多
様

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
、
子
育
て

支
援
拠
点
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
は
、
主
要
事
業
と
し
て
位
置

子
育
て
日
本
一
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

②

一一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

十
二
月
十
一
日

地域子育て支援センター（牧田保育園）

耐震整備された荒崎小学校

いじめの電話相談
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づ
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

こ
の
計
画
の
推
進
に
は
、
学

識
経
験
者
や
市
民
公
募
者
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
る
行
動
計
画
評

価
委
員
会
を
設
け
、
評
価
・
提

言
な
ど
を
い
た
だ
き
、
庁
内
で

は
計
画
の
推
進
を
図
る
委
員
会

を
設
置
し
、
両
者
に
お
い
て
計

画
の
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い

る
。

　

具
体
的
に
は
、
物
理
的
支
援

と
し
て
、
延
長
保
育
や
一
時
保

育
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
、
経
済
的
支
援
と
し

て
、
児
童
に
対
す
る
医
療
費
無

料
化
や
、
保
育
料
の
軽
減
な
ど

へ
の
取
り
組
み
を
行
い
、
精
神

的
支
援
と
し
て
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
や
子
育
て

交
流
プ
ラ
ザ
事
業
な
ど
を
推
進

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

　

新
た
な
子
育
て
支
援
策
を
ま

と
め
上
げ
る
部
署
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
組
織
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
計
画
さ

れ
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
積
極
的

に
調
査
・
研
究
に
努
め
、
子
育

て
支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
中

で
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
子
育
て

日
本
一
の
都
市
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

 
質
問：

さ
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー
ル

は
四
年
目
を
迎
え
、
犯
罪
件
数

減
少
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
る
。 

　

特
に
青
色
回
転
灯
は
よ
く
目

立
ち
、
市
民
か
ら
も
心
強
い
と

さ
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー

ル
の
増
強
に
つ
い
て

の
声
を
聞
く
。 

　

合
併
に
よ
り
巡
回
範
囲
も
広

く
な
っ
た
た
め
、
安
全
安
心
は

重
要
政
策
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
立
ち
、
青
色
回
転
灯
の
つ
い

た
車
両
を
も
う
一
台
ふ
や
し
体

制
強
化
を
図
れ
な
い
か
。 

答
弁：

本
市
で
は
、
地
域
住
民

に
よ
る
活
動
さ
わ
や
か
み
ま
も

り
Ｅ
ｙ
ｅ
、
青
色
回
転
灯
に
よ

る
さ
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー
ル
、
安

全
安
心
情
報
を
配
信
す
る
さ
わ

や
か
み
ま
も
り
ネ
ッ
ト
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
事
業
に
よ

る
住
民
意
識
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
犯
罪
件
数
も
平
成
十
四
年

の
五
千
百
六
十
六
件
を
ピ
ー
ク

に
年
々
減
少
傾
向
を
示
し
、
平

成
十
七
年
は
三
千
三
百
六
十
三

件
で
、
マ
イ
ナ
ス
一
千
八
百
三

件
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
さ
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
下
校
時
間
か
ら
夜
中
ま
で

市
内
を
巡
回
し
、
交
通
監
視
、

通
学
路
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
声
か
け
指
導
、
小
中

学
校
や
交
番
へ
の
立
ち
寄
り
に

よ
る
情
報
交
換
や
連
携
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
最
近
で

は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
へ
の
声

か
け
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

　

青
色
回
転
灯
に
よ
る
さ
わ
や

か
パ
ト
ロ
ー
ル
の
体
制
強
化
に

つ
い
て
は
、
よ
り
効
果
の
上
が

る
巡
回
方
法
へ
の
見
直
し
や
、

さ
ら
に
は
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
青
色
回
転
灯
の
貸

し
出
し
、
公
用
車
へ
の
青
色
回

転
灯
の
搭
載
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

　

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
は
、
さ
わ
や
か

み
ま
も
り
Ｅ
ｙ
ｅ
の
登
録
者
の

拡
大
や
、
さ
わ
や
か
み
ま
も
り

ネ
ッ
ト
の
機
能
強
化
と
と
も

に
、
さ
わ
や
か
パ
ト
ロ
ー
ル
を

よ
り
充
実
さ
せ
、
地
域
協
働
に

よ
る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

 
質
問：

公
務
員
の
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る

が
、
本
市
に
お
け
る
事
故
防
止

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。 
　

飲
酒
運
転
に
関
す
る
懲
戒
処

分
の
基
準
が
軽
過
ぎ
る
と
思
う

が
、
処
分
基
準
の
見
直
し
は
。 

答
弁：

昨
今
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
死
亡
、
重
大
事
故
が
続
発

し
、
公
務
員
の
飲
酒
運
転
も
頻

発
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
万
全
を
期
す

旨
、
所
属
長
あ
て
に
通
知
す
る

と
と
も
に
、
毎
日
の
朝
礼
な
ど

に
お
い
て
飲
酒
運
転
の
防
止
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
垣
市
職
員
の
懲
戒

処
分
の
基
準
等
に
関
す
る
規
程

を
十
二
月
一
日
に
施
行
し
、
飲

酒
運
転
に
関
す
る
懲
戒
処
分
の

基
準
を
厳
し
く
す
る
と
と
も

に
、
他
の
非
違
行
為
の
処
分
基

準
に
つ
い
て
も
均
衡
を
図
る
よ

う
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

従
来
の
懲
戒
処
分
基
準
で

は
、
飲
酒
運
転
に
よ
り
人
を
死

亡
さ
せ
た
場
合
の
み
を
免
職
、

飲
酒
運
転
の
防
止
に

つ
い
て

そ
れ
以
外
の
飲
酒
運
転
の
場
合

は
停
職
が
最
も
重
い
処
分
と

な
っ
て
い
た
。
新
た
な
基
準
で

は
、
事
故
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
飲
酒
運
転
を
し
た
場
合
は

免
職
ま
た
は
停
職
、
飲
酒
運
転

と
な
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
同

乗
し
た
場
合
や
、
飲
酒
を
勧
め

た
場
合
も
免
職
ま
た
は
停
職
と

す
る
規
定
を
新
た
に
追
加
し

た
。

　

今
後
と
も
、
講
習
会
の
実
施

や
、
啓
発
活
動
へ
の
職
員
の
参

加
な
ど
を
通
し
て
、
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
と
安
全
運
転
管
理

を
徹
底
し
て
い
く
。

 
質
問：

 
合
併
に
伴
い
親
局
の

統
一
を
目
的
に
、
新
た
に
ア
ナ

ロ
グ
電
波
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
切

り
か
え
る
計
画
が
進
ん
で
い
る

が
、
デ
ジ
タ
ル
の
利
点
は
何

か
。
戸
別
受
信
機
を
採
用
し
な

い
対
策
は
図
ら
れ
て
い
る
の

か
。 
　

上
石
津
地
域
の
既
設
無
線

は
、
防
災
行
政
無
線
と
し
て
理

想
的
な
施
設
だ
と
思
う
が
、
残

す
方
向
で
検
討
で
き
な
い
か
。 

答
弁：

 
防
災
行
政
無
線
は
、

災
害
発
生
時
等
に
迅
速
か
つ
確

実
に
市
民
に
情
報
を
伝
達
す
る

手
段
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

合
併
に
伴
う
親
局
の
統
一
、
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
な
ど
、
再

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

実
施
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
の
中
で
は
、
災
害
時

に
孤
立
す
る
恐
れ
が
あ
る
地
域

の
屋
外
拡
声
子
局
と
親
局
と
の

同
時
通
話
を
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、

市
内
全
域
の
各
指
定
避
難
場
所

に
整
備
す
る
方
針
で
、
無
線
放

送
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
へ

の
対
策
は
、
調
査
結
果
を
も
と

に
屋
外
拡
声
子
局
を
増
設
す
る

ほ
か
、
共
鳴
対
策
と
し
て
時
差

放
送
機
能
を
持
た
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
放
送
し
た

内
容
を
電
話
で
聞
く
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
検
討

し
て
い
る
。

　

上
石
津
地
域
の
行
政
情
報
の

放
送
に
つ
い
て
は
、
各
世
帯
の

戸
別
受
信
機
を
廃
止
す
る
の

で
、
屋
外
拡
声
子
局
で
の
実
施

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
防
災
情
報
の
伝
達

は
、
広
報
車
の
利
用
や
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
さ
わ
や
か
み
ま
も

り
ネ
ッ
ト
な
ど
で
行
っ
て
お

り
、
無
線
情
報
の
ラ
ジ
オ
へ
の

割
り
込
み
放
送
は
、
今
後
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
安
全
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
は
市
政
の
最
重

要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

 
質
問：
 
現
在
、
バ
ス
事
業
者

は
、
路
線
の
変
更
や
、
市
民
病

院
を
経
由
す
る
路
線
を
ふ
や
す

な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
を
考

バ
ス
路
線
網
の
拡
充

に
つ
い
て

え
て
運
行
を
し
て
い
る
。 

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

な
る
西
部
研
修
セ
ン
タ
ー
と
南

部
公
民
館
へ
の
路
線
の
変
更
や

延
長
、
郊
外
か
ら
の
路
線
の
市

民
病
院
経
由
を
バ
ス
事
業
者
に

働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。 

答
弁：

バ
ス
路
線
は
、
大
垣
駅

を
中
心
に
放
射
線
状
に
郊
外
に

延
び
て
お
り
、
通
勤
・
通
学
・

通
院
・
買
い
物
等
、
市
民
の
日

常
生
活
を
支
え
る
上
で
、
身
近

な
公
共
交
通
手
段
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

西
部
研
修
セ
ン
タ
ー
と
南
部

公
民
館
に
接
続
す
る
バ
ス
路
線

が
な
い
た
め
、
バ
ス
事
業
者
と

現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
信
号

交
差
点
内
の
停
止
線
の
変
更

や
、
バ
ス
の
転
回
ス
ペ
ー
ス
確

保
、
ま
た
、
郊
外
か
ら
の
バ
ス

路
線
の
市
民
病
院
経
由
に
つ
い

て
は
、
停
留
所
の
ス
ペ
ー
ス
確

保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
し
か

し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
、
既
存
路

線
で
の
経
路
変
更
や
路
線
延
長

の
可
能
性
な
ど
を
含
め
、
バ
ス

事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。

 
質
問：

本
市
で
は
、
地
域
の
安

全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
各

大
垣
市
安
全
安
心
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

さ
わ
や
か
み
ま
も
り
Ｅ
ｙ
ｅ
な

ど
を
実
施
し
、
防
犯
活
動
が
地

域
に
根
づ
い
て
い
る
。 

　

こ
の
組
織
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
、
さ
ら
な
る
防

犯
、
環
境
浄
化
が
充
実
す
る
よ

う
、
大
垣
市
安
全
安
心
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
市
営
交
番
）
の
設
置

を
要
望
す
る
。 

答
弁：

さ
わ
や
か
み
ま
も
り

Ｅ
ｙ
ｅ
の
活
動
は
、
だ
れ
で
も

気
軽
に
で
き
る
防
犯
活
動
と

し
て
、
年
々
会
員
も
ふ
え
て
、

現
在
二
千
九
百
六
十
九
人
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
犯
罪

の
抑
止
効
果
は
非
常
に
大
き

い
。

　

ま
た
、
さ
わ
や
か
み
ま
も
り

ネ
ッ
ト
は
、
現
在
二
千
二
百
七

十
六
人
が
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に

多
く
の
方
の
参
加
を
Ｐ
Ｒ
し
て

お
り
、
今
後
も
市
民
及
び
市
民

団
体
と
協
働
し
た
活
動
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

　

現
在
、
大
垣
地
域
に
は
十
ヵ

所
の
交
番
・
駐
在
所
が
設
置
さ

れ
、
管
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
通
じ
て
、
安
全
安
心
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
新
た
な
市
営
交
番
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
を

見
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

　

今
後
も
、
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
各
種

施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

③

飲酒運転防止の啓発

バス路線（市民病院前）

さわやかみまもりEye活動

さわやかパトロール
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　江戸時代の在郷武士の生活を色濃く残す母屋
　（国指定重要文化財：上石津町一之瀬）

桑原邸

　光の空間を演出した思い思いの市民手づくりイルミネーション
　（大垣城周辺）

芭蕉元禄イルミネーション（平成１８年１２月２日～２５日）

市税 
２４，３９７，７２５ 
５１.５％ 
 

収入済額 
（４７，３４６，９２７千円） 

100.0％ 
自主財源 
３３，３１７，４７８ 
７０.４％ 
 

依存財源 
１４，０２９，４４９ 
２９.６％ 
 

グラフで見る 
 

平成十七年度・大垣市一般会計決算状況 

支出済額 
（４５，８４６，９３３千円） 

100.0％ 

民生費 
１３，３９０，７３４ 
２９.２％ 
 

公債費 
６，４６９，９６７ 
１４.１％ 
 

土木費 
６，４７４，７８６ 
１４.１％ 
 

教育費 
５，３３２，３６６ 
１１.６％ 
 

総務費 
５，５５１，１０６ 
１２.１％ 
 

衛生費 
３，１３０，８２７ 
６.８％ 

消防費 
１，４２６，０６２ 
３.１％ 
 商工費 

２，２１９，７５７ 
４.９％ 
 

農林水産業費 
７６８，７７７ 
１.７％ 
 

その他　１０，８２５，５１１　２.４％ 
 議会費　４２０，２９３　０．９％ 
諸支出金　３８３，９７５　０．９％ 
労働費　２２０，１６２　０．５％ 
災害復旧費　５８，１２１　０．１％ 

歳出 （単位 千円） （単位 千円） 歳入 

市債 
２，９４２，３００ 
６.２％ 

諸収入 
４，１７３，４５１ 
８.８％ 
 

国庫支出金 
３，２４３，５１９ 
６.８％ 
 

地方交付税 
１，９１５，１１０　４.０％ 

分担金及び負担金 
１，９７０，７２４ 
４.２％ 

使用料及び手数料   
１，０９０，１１２ 
２.３％ 

その他　６５９，８４３　１.４％ 
 自動車取得税交付金 
　　　３７８，１９０　０.８％ 
利子割交付金 
　　　１２１，３６７　０.２％ 
株式等譲渡所得割交付金 
　　　７８，４４５　０.２％ 
交通安全対策特別交付金 
　　　３５，０００　０.１％ 
配当割交付金 
　　　４６，８４１　０.１％ 

地方特例交付金 
７９９，６６５　１.７％ 

地方消費税交付金 
１，５０８，１６２　３.２％ 
 県支出金 

１，７３７，９２２　３.７％ 
 

繰越金 
１，２６５，９０７ 
２.７％ 
 

地方譲与税 
１，２２２，９２８　２.６％ 

繰入金 
３２２，２７０　０.７％ 
 

寄附金 
３１，８６５　０.１％ 
財産収入 
６５，４２４　０.１％ 

◆会議録がご覧いただけます◆
　本紙に掲載された質問・答弁等の詳しい内容につい
ては、図書館、市政情報コーナー、議会事務局などで、
会議録をご覧になるか、市議会ホームページでもご覧
いただけます。

（http//www.city.ogaki.lg.jp/sigikai/）
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あなたも本会議を傍聴してみませんか。

※団体で傍聴を希望される方は、事前に議会事務局へご連絡ください。
（議会事務局／電話８１－４１１１ 内線７３４）

傍聴する前に傍
聴人受付簿に住
所、氏名、年齢を
ご記入ください。

・傍聴される方は、直接市庁舎４階の
傍聴席へお越しください。

・傍聴席は、７５席（うち、車いす席４席）

～傍聴者に守っていただくこと～
○議場内の言論に拍手等で可否表明をしない。

○はち巻き、腕章、帽子等を着用しない。

○飲食や喫煙をしない。

○議長の許可なく写真撮影や録音をしない。

○議会の妨害をしない。

○携帯電話の電源は入れない。

平成１９年　市議会定例会開催予定　第１回　３月　第２回　６月　第３回　９月　第４回　１２月

※上石津町、墨俣町は含まない。


